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近藤元選手が大阪府知事を表敬訪問 
杭州アジアパラ走り幅跳び金メダルの報告 

 

摂南大学（学長：久保康之）体育会陸上競技部の近藤元（はじめ）選手（法学部４年）が、

１０月に中国・杭州市で開かれた第４回アジアパラ大会の陸上男子走り幅跳び（義足・機能障

害Ｔ６３）で大会新記録となる６メートル１６を跳び、金メダルを獲得しました。１２月１３

日、吉村洋文大阪府知事を表敬訪問して、大会での経験や喜びを報告します。 
 

【本件のポイント】 

● アジアパラ金メダリストの本学陸上競技部・近藤元選手が大阪府知事を表敬訪問 

● 競技歴約２年でアジア大会新記録を出す成長ぶり 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

㊧大跳躍で大会新記録 ㊨金メダルをかけ笑顔を見せる近藤選手（いずれも杭州アジアパラ大会で） 
 

近藤選手は大阪市生まれ。中学から陸上を始め、本学でも入学時から陸上競技部に所属して

いました。２年生だった２０２０年１２月、バイクを運転中にトラックに衝突し、一時は生死

の境をさまよいました。一命をとりとめたものの、意識が戻ると右足の太もも下が切断されて

いました。リハビリ治療では思うように体を動かせずに気持ちが沈むこともありました。そん

な時、陸上競技部の近藤潤顧問から、同じようにバイク事故で左太ももを切断しながらもパラ

リンピックで世界的に活躍する山本篤選手を紹介され、希望を感じて事故から１０カ月後にフ

ィールドでの練習を再開しました。 

パラ大会には２２年３月の第１３４回日本体育大学陸上競技会から参加。大学および陸上競

技部によるきめ細かい競技生活のサポートもあり、競技歴は浅いものの、めきめきと頭角を表

しています。 

※大会実績は、別紙をご覧ください。 
  

【表敬訪問】 

１. 日  時：２０２３年１２月１３日（水）１７：１０～１７：３０ 

２. 場  所：大阪府庁本館３階 特別会議室 

３. 本学の出席者：近藤元選手、久保康之学長、持永政人副学長兼学生部長、 

河瀬泰治スポーツ振興センター長、近藤潤陸上競技部顧問、 

伊藤勝彦事務局長 ほか 
 

■内容に関するお問い合わせ先 

摂南大学 学生部学生課（担当：後藤・小田）TEL:072-839-9117 

■本件発信部署・取材のお申し込み先 

学校法人常翔学園 広報室（担当：石村、上田）TEL:06-6954-4026 Koho@josho.ac.jp 

mailto:Koho@josho.ac.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年４月に大学入学。２０２０年１２月にバイク事故がきっかけで意識不明の重体に。目を覚ました

時には右脚の太ももから下が切断されている状態であった。２０２１年１０月にフィールド復帰。 

 

【大会実績】 

時期 内容 結果 

２０２２年 ６月 第３３回日本パラ陸上競技選手権大会 
１００ｍ ３位 

２００ｍ ２位 

２０２２年 ７月 ２０２２愛知パラ陸上競技フェスティバル １００ｍ 優勝 

２０２３年 ４月 第３４回日本パラ陸上競技選手権大会 

１００ｍ 優勝 

２００ｍ 優勝 

走幅跳  ２位 

２０２３年 ５月 静岡国際陸上２０２３ １００ｍ 優勝 

２０２３年 ６月 ２０２３ジャパンパラ陸上競技大会 

１００ｍ 優勝 

２００ｍ 優勝 

走幅跳  優勝 

２０２３年 ７月 パリ２０２３世界パラ陸上競技選手権大会（日本代表） 走幅跳 ７位入賞 

２０２３年１０月 第４回杭州アジアパラ競技大会（日本代表） 

１００ｍ 出場 

走幅跳  優勝 

（大会新記録） 

※各大会の出場は「男子Ｔ６３」クラス 

 

 

摂南大学 法学部法律学科 ４年 

近藤 元（こんどう はじめ） 

２０００年９月７日生まれ・大阪市淀川区在住 

 

学生部作成 


